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第 5回（2012 年）昭和女子大学女性文化研究賞・
昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
１．選考委員長あいさつ
坂東　眞理子　　　　
　皆さま本日は大変お忙しいところ第 5 回の昭和女子大学女性文化研究奨励賞の受賞式におい
でいただきましてありがとうございます。この昭和女子大学女性文化研究賞は2008年から始ま
り、今年で 5 回目になります。私は、たまたま33冊目の本がたくさんの方に読んでいただき多
額の印税をいただきました。それまで多くの売れない本を書いてきたので、本を書くというの
は本当に苦労が多い割には報われない仕事だということを痛感しています。それでもやはり本
を書くことが社会と繋がる、女性の地位の向上に少しでも結びつく、そして自分自身にとって
も深い満足をもたらすと私自身は考えてきました。きっと本を書くすべての方たちとその思い
は共通なのではないか、そしてこの労多くして報われることの少ない仕事をする人を少しでも
応援したいということでこの研究賞を設けました。本を書く方だけでなく、選ぶ方の仕事も苦
労が多い割に報われない仕事です。本当にボランティアとして選考委員になっていただいてい
る所員の方、学外選考委員の方には心から御礼を申し上げなければなりません。そういう真摯
なご協力に支えられて第 1 回から作品を選んできたわけですが、第 5 回目は大変残念なことで
すが研究賞に該当する作品がありませんでした。女性文化の推進に資する、男女共同参画社会
の形成に資するという 2 つの領域で適当な作品があるのではないかといろいろと話合ったので
すが、無理をすることはない、来年また良い作品が現れるかもしれないということで研究賞の
方は該当者なしと決まりました。しかし昭和女子大学関係者にお贈りする研究奨励賞の方は大
変ビンテージエイジが良くて今年は単著を出された方が二人、しかも内容が大変立派であると
いうことで、昨年度は奨励賞の方はなしでしたけれども、今年はお二人に受けていただこうと
いうことに決まりました。今井美樹初等教育学科准教授の『近代日本の民間の調理教育とジェ
ンダー』、渡邉祐子総合教育センター特命准教授の『長期勤続女性の活用に関する心理学的研
究』この二つの作品に差し上げることとなりました。選考経過についてはまた、選考報告でお
話をしていただきますが、受賞を一緒に喜びたいと思います。いずれも真摯に研究を重ねてこ
られたのをそば近くで拝見しておりますので、この受賞が少しでも励みになり、皆さんと一緒
にこの努力への賞讃を共有することができたというのはうれしいことだと思っています。奨励
賞を受賞されたお二人の方、本当におめでとうございます。これを研究者の第一歩として、今
後ともたゆみない歩みを続けていただきたいと思います。また、今後ともこの女性文化研究
賞、良い本が続々と現れ、選考に困ることが今後も続くことを期待してご挨拶といたします。
 （ばんどう　まりこ　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授　女性文化研究所所長）
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２．昭和女子大学女性文化研究賞
該当者なし
３．昭和女子大学女性文化研究奨励賞
今井美樹（昭和女子大学初等教育学科准教授）
『近代日本の民間の調理教育とジェンダー』（ドメス出版　2012）　
受賞のことば
このたびは、女性文化研究奨励賞を受賞することができ、大変光栄に存じます。理事長、学
長を始め、審査委員、諸先生方に心より感謝申し上げます。本書は、調理教育分野で初めて
ジェンダー研究をテーマにしたものです。本書の完成に至るまで18年という期間を要しまし
た。多くの方々に支えられ、また、よき指導者に恵まれた結果が本書の受賞に繋がっている
と実感しております。今後も、民間の調理教育と女性の社会的活躍の視点から研究活動を続
けて参る所存です。
受賞者略歴
1988年昭和女子大学家政学部生活科学科卒業。食品企業勤務の後、高等学校家庭科教員とし
て勤務しつつ、1994年昭和女子大学大学院生活機構研究科生活文化研究専攻（修士課程）入
学。2005年昭和女子大学短期大学部初等教育学科専任講師として勤務。同年 9 月昭和女子大
学大学院生活機構研究科生活機構学専攻（博士課程）入学。2008年 9 月修了（学術博士）。
主な著作・論文
「近代日本の民間の調理教育からみた女性と仕事 ― 笹木幸子の執筆活動を通して行った調理
教育 ―」2010，昭和女子大学女性文化研究所編『昭和女子大学女性文化研究叢書 第七集 女
性と仕事』御茶の水書房：251-278．
「1882（明治15）年創立の赤堀割烹教場における調理教育と女性の活躍」2011，『学苑』第
845号，昭和女子大学近代文化研究所：42-57．
【目次】
　序　章　 なぜ「近代日本の民間の調理教育とジェンダー」か
　第 1 章　 予備的考察
　第 2 章　 近代日本の「調理」の特徴からみる時期区分と調理教育
　第 3 章　 1886（明治 19）年創刊の料理雑誌『庖丁鹽梅』にみる
調理教育
　第 4 章　 大日本割烹学会石井式割烹教場における男女両性の調理
教育
　第 5 章　 赤堀割烹教場における中流階層の「婦人」を対象とした
調理教育
　第 6 章　 1905（明治 38）年創刊の料理雑誌『月刊　食道楽』に
みる調理教育
　第 7 章　 1913（大正 2）年に創刊された中流階層の「婦人」を
対象とした料理雑誌『料理の友』にみる調理教育
　第 8 章　 近代日本の民間の調理教育における女性の活躍
　終　章　 近代日本の民間の調理教育とジェンダー
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渡邉祐子（昭和女子大学総合教育センター特命准教授）
『長期勤続女性の活用に関する心理学的研究 ― 女性のリーダーシップ、マネジメント・スキル
からのアプローチ』（いなほ書房　2012）　
受賞のことば
「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」を拝受いたしましたことは、男女共同参画社会に多少
なりとも貢献できる研究を志した私にとって、光栄の極みでございました。ご指導いただき
ました坂東先生はじめお世話になりました先生方に心から感謝いたします。女性が活躍でき
る職場づくりは、男女差を肯定的に捉え積極的に活かすことが重要であることを長年の企業
勤務から実体験しております。労働力不足解消の視点からだけではなく、女性が、生きが
い・働き甲斐をもてる職場づくりの一助となりますことを願ってやみません。
受賞者略歴
1976年中央大学卒業。卒業後約25年の勤務経験。2002年目白大学大学院心理学研究科現代
社会心理学専攻入学。2004年修了（心理学修士）。2006年昭和女子大学大学院生活機構研究
科生活機構学専攻（博士課程）入学。2009年修了（学術博士）。
主な著作・論文
『人を育てる中小企業』（財団法人雇用開発センター，2007，共著）
『女性と仕事』（御茶の水書房，2010，共著）
『カウンセリングとスーパービジョン』（不昧堂出版，2010，共著）
『カウンセリング実践ハンドブック』（丸善，2011，分担執筆）
『社会人のための産業・組織心理学入門』（産業能率大学出版部，2013，共著）
４．第 5回（2012年）「昭和女子大学女性文化研究賞」選考報告
昭和女子大学女性文化研究賞選考委員会
　自薦・他薦を含む全30点を厳正に審査した結果、該当者なしとした。
【目次】
　序　章　本研究の背景・目的と方法・概念的枠組
　第 1 章　日本における女性活用の現状と国際比較
　第 2 章　ポジティブ・アクションの効果
　第 3 章　女性活用及び女性従業員に対する企業の意識
　第 4 章　インフォーマル・リーダーとしての女性
　第 5 章　 長期勤続女性の管理職への意欲と企業の女性人材育成へ
の期待
　終　章　 本研究から得られた知見と女性活用による新しい職場経
営への提言
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５．第 5回（2012年）「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」選考報告
昭和女子大学女性文化研究賞（研究奨励）選考委員会
　「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」の対象は、卒業生を含む昭和女子大学関係者が執筆し
た著作である。第 5 回奨励賞の選考対象として、2 冊の単行本の推薦があり、ほかに自薦・他
薦を含みテーマに合致する論文の応募はなかった。奨励賞選考委員会は、2 月12日、3 月 7 日、
4 月12日の 3 回にわたり開催された。まず、第一次選考の候補作として、博士論文をもとに
した単著 2 冊に絞られた。第 2 回選考委員会にて、討議の結果、今井美樹氏の著作『近代日本
の民間の調理教育とジェンダー』（ドメス出版　2012年）及び渡邊祐子氏著『長期勤続女性の
活用に関する心理学的研究―女性のリーダーシップ、マネジメント・スキルからのアプロー
チ』（いなほ書房　2012）が、ともに本賞のテーマに合致する優れた研究書であるということ
で、最終候補として確認された。4 月12日の最終選考委員会においてこの 2 冊の同時受賞が
決定された。
受賞作　今井美樹『近代日本の民間の調理教育とジェンダー』（ドメス出版　2012年 1 月）
　今井美樹氏は、昭和女子大学家政学部生活科学科卒業、一旦就職の後、同学大学院生活機構
研究科生活文化研究専攻を修了、2005年より本学初等教育学科専任講師として奉職。並行し
て 2005 年 10 月より大学院生活機構研究科博士課程に入学し、天野寛子生活機構研究科教授
（現本学名誉教授）を主査として学位論文を書き上げ、2008 年 9 月に博士号を取得された。
2013年 4 月より昭和女子大学准教授である。
　受賞作は、日本近代における民間の調理教育の分野に、ジェンダー視点から検討を加えた労
作である。博士論文「近代日本の民間の調理教育におけるジェンダーに関する研究」に加筆の
上、平成23 年度科学研究費補助金の交付を得て刊行された。堅実で地道な資料分析を重ね、
ジェンダー統計的手法を用いて、従来は統計的に数量把握されていない記事や文書から、公教
育とは異なる民間の調理教育に関する男性と女性の関係を客観的に示すことに務め、ジェン
ダー構造を実証された。
　本書は 8 章から構成されている。1886（明治19）年創刊の、男女に向けられた料理雑誌『庖
丁鹽梅』、大日本割烹学会石井式割烹教場における男女に開かれた職業教育としての調理教育
（ただし女性は「料理人」でなく「女料理番」）の分析、赤堀割烹教場における中流階級「婦
人」を対象とした家庭料理のための調理教育の分析、1905（明治38）年創刊の料理雑誌『月
刊　食道楽』の、男女向けであった第一期と男性向け料理雑誌へ変化した第二期の比較、
1913（大正 2）年に大日本料理研究会が創刊した「婦人」を対象とする料理雑誌『料理の友』
の分析、『料理の友』執筆者のひとり日本女子大学教授佐々木幸子の著作活動と「富国強兵 ―
良妻賢母」思想による調理教育の分析などが内容である。民間の調理教育においては、明治期
から指導者や執筆者に極めて少数ながら女性が加わっているが、代表は男性であること、料理
雑誌における担当記事にも、執筆者名の順や記事内容の分担領域に性差があるなど、明らかな
ジェンダー構造が見られる。しかしそのようなジェンダー構造のなかから、それでも調理能力
を職業能力として発揮し、教員となり執筆し、社会で活躍した女性たちがいた。赤堀菊や野津
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たか、玉木直、亀井まき子ら民間の調理学校で学んだ女性たちが、女学校教師や料理学校教師
になり執筆もし、また時代が下がると日本女子大学校でも女性が教え、講義録を出版した。
『料理の友』では、編集者に女性も加わり、巻頭記事までも執筆するようになるが、主な担当
分野は家庭料理・惣菜料理などに限定され、根本的なジェンダーによる役割分坦の限界があっ
た点も指摘されている。最後に今井氏は、ジェンダー構造について、時代の限界の内部で発揮
される女性の能力の蓄積は、しかしジェンダー平等への歴史的・文化的プロセスとして、今日
も継続していると述べている。女性の社会進出の奨励される今日でも、家庭料理は女性の役割
とみなす強固なジェンダー観は依然として続いており、重大な現代の問題でもある。受賞を契
機として、今井氏が一層研鑚を積まれ、今後さらなる活躍をなされることを期待している。
受賞作　渡邉祐子『長期勤続女性の活用に関する心理学的研究 ― 女性のリーダーシップ、マ
ネジメント・スキルからのアプローチ』（いなほ書房　2012年 6 月）
　「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」を受賞された渡邉祐子氏は、中央大学文学部を卒業
後、民間企業に就職され、本書「あとがき」によれば、20歳代はいわゆるOLとして当時の男
性優位の企業現場を体験し、キャリアアップのための退職・充電期を経て30歳代後半からは
人事担当管理職として再就職。以降、40歳代を女性の採用、業務指導、女性社員の育成に従
事し、女性管理職としてのキャリアを積んできた。
　その傍ら50歳を節目に仕事を続けながら目白大学大学院心理学研究科現代社会心理専攻に入
学され、修士課程を修了された後、2006年には正規職を辞して、坂東眞理子教授を指導教員と
仰いで昭和女子大学生活機構研究科生活機構学専攻（博士課程）に入学された。著者自ら「実
務者から研究者へのキャリア・チェンジ」と表現されているように、本格的に研究者の道を目
指した渡邉氏は2009年 9 月に見事に博士（学術）の学位を取得した。その後昭和女子大学で
の 3 年間の非常勤講師を経て、2013年 4 月からキャリア科目担当の特命准教授に就任された。
　受賞作『長期勤続女性の活用に関する心理学的研究』はこの博士論文をベースに編まれたも
のであるが、その内容は、今、紹介した著者の民間企業における非管理職社員としての、さら
には女性管理職としての長年のキャリアがあってこそ生まれた研究成果である。本書では、渡
邉氏ならではの問題意識と独自の分析視角が活かされ、行間には日本企業の現場で働く長期勤
続女性への熱い思いがにじみ出ている。
　著者は、この思いと経験知を、社会心理学・労働経済学の理論と、2 回にわたる人事担当者
及び女性社員を対象とした「企業における女性活用」に関するアンケート調査によって実証
し、理論化している。
　本書は序章、終章を含む 7 つの章で構成されているが、本書のオリジナルな知見は、次の諸
点にある。
　第 1 に、管理職に必要とされるマネジメント能力には男女で質的な差がみられ、女性は男性
よりもヒューマン・スキルが優れている。この女性特有のヒューマン・スキルが職場経営に持
つ意義は大きく、企業は女性のマネジメント能力の再評価によって「ベテラン事務職」に埋も
れている女性を積極的に管理職に登用すべきである。
　第 2 に、リーダー行動にも男女差が認められる。女性リーダーはヒューマン・スキル性と実
90
第 5 回（2012 年）昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
務性に優れ、自ら率先した縁の下の力持ち的貢献と現場力によってリーダーシップを発揮し、
職場経営への影響度は男性よりも大きい。こうした特性を持ちながらも非管理職傾向にある女
性のリーダーシップ・スタイルの再評価が必要である。
　第 3 に、現在の男性型管理職に伴う重い責任と苦労は、長期勤続女性の管理職への意欲を阻
んでおり、女性の活用促進に当たっては、企業は男性型の働き方を見直し、女性に職業人とし
ての成長の機会を与え、女性の貢献を正当に評価するなど、女性が働く意義を見いだせる動機
づけの強化が、制度の充実に劣らず重要であることを提言する。
　かながわ女性センター図書館は、新着図書から良書を選び、Web上で論評を加えて紹介して
いるが、2013年 1 月に本書を取りあげ、「管理職に就こうという長期勤続女性の意欲や意識に
焦点を当てる数少ない貴重な研究の報告書である」と高く評価している。アベノミクスの一環
として「女性活用と女性の管理職への登用」が重要な政策課題となっている今日、本書は時宜
にかなった研究成果と言える。著者は、今回の受賞を契機に本書の社会的意義をさらに確信
し、研究成果を広く社会に発信していくことを期待している。
６．贈呈式報告
胡　秀敏
　第 5 回昭和女子大学女性文化研究奨励賞の
贈呈式が、2013 年 5 月 24 日に学園本部館で
行われた。女性文化研究賞と女性文化研究奨
励賞は、坂東眞理子昭和女子大学学長・女性
文化研究所長の寄贈による「坂東眞理子基
金」を元に、男女共同参画社会形成の推進並
びに女性文化研究の発展に寄与する研究を対
象として 2008 年に創設された。本年度の女
性文化研究賞については該当著作はなかった。
　研究奨励賞は卒業生を含む昭和女子大学関係者による著作が選考の対象となる。今回の受賞
著作は昭和女子大学初等教育学科准教授今井美樹氏の『近代日本の民間の調理教育とジェン
ダー』（ドメス出版　2012）、及び昭和女子大学総合教育センター特命准教授渡邉祐子氏の
『長期勤続女性の活用に関する心理学的研究』（いなほ書房　2012）の 2 作であった。
　贈呈式では、まず坂東眞理子選考委員長が開会のあいさつで、女性文化研究賞、同研究奨励
賞設立の経緯やこれまでの歩み、選考委員たちの真摯な仕事への感謝が述べられ、5 回目とな
る今回の研究奨励賞著作について紹介された。続いて掛川典子選考委員が選考経過報告を行っ
た。今井美樹氏の『近代日本の民間の調理教育とジェンダー』について、学位論文をもとに堅
実で地道な資料分析を重ね、ジェンダー統計的手法を用いて、従来は統計的に数量把握されて
いない記事や文書から、公教育とは異なる民間の調理教育に関する男性と女性の関係を客観的
に示し、ジェンダー構造を実証している、と報告した。次に森ます美選考委員が渡邉裕子氏の
『長期勤続女性の活用に関する心理学的研究』について、女性管理職として長年のキャリアを
持つ渡邉氏ならではの問題意識と独自の分析視角が活かされ、行間に日本企業の現場で働く長
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期勤続女性への熱い思いがにじみ出ている、と報告した。引き続き坂東眞理子選考委員長から
両氏に研究奨励賞が贈呈され、両受賞者から喜びの言葉と同時に、受賞を契機に今後さらなる
研鑽を積んでいく旨の決意が表明された。
　式後の祝賀会には、学外選考委員である佐村知子内閣府男女共同参画局長をはじめ、今井氏
の指導教官だった天野寛子昭和女子大学名誉教授、渡邉氏知人の及川進氏、生井富夫氏、ドメ
ス出版の夏目恵子氏、元同窓会会長の安西美津子氏など、学内外の関係者が多数参加し、和や
か雰囲気のなかで受賞著作の研究意義や今後の研究課題などについて、互いに意見交換しなが
ら、女性文化研究の将来の発展と期待を語り合った。
＊『昭和女子大学女性文化研究所ニューズレター』No.62からの転載
 （こ　しゅうびん　日本語日本文学科教授　女性文化研究所所員）
７．第 5回（2012年）募集概要
昭和女子大学女性文化研究賞
　副 賞 件 数　1 件
　副 賞　30万円
　受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会形成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
　　　　　　　　 2012年 1 月 1 日～12月31日の 1 年間に出版され、日本語で著された単行本
に限る。
　応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
　応募受付期間　2012年12月 1 日から2013年 1 月31日
　応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
　選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発 表　2013年 5 月 1 日（創立記念式典内・女性文化研究所ホームページ上で発表）
昭和女子大学女性文化研究奨励賞
　副 賞 件 数　1 件
　副 賞　10万円
　受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会形成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
　　　　　　　　 2012年 1 月 1 日～12月31日の 1 年間に出版され、日本語で著された単行本・
論文（博士論文を含む）に限る。
　応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
　応募受付期間　2012年12月 1 日から2013年 1 月31日
　応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
　選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発 表　2013年 5 月 1 日（創立記念式典内・女性文化研究所ホームページ上で発表）
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第 5 回（2012 年）昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
　贈 呈 式　2013年 5 月28日
８．選考委員
学内選考委員（研究賞・研究奨励賞）
　学校法人昭和女子大学理事長 平尾　光司
　昭和女子大学学長・女性文化研究所所長 坂東眞理子
 （選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所副所長 掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 岸田　依子（大学院文学研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 志摩　園子（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 粕谷美佐子（大学院生活機構研究科准教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 伊藤　　純（大学院生活機構研究科准教授）
研究賞学外選考委員
　早稲田大学大学院法務研究科教授 浅倉むつ子
　内閣府男女共同参画局長 佐村　知子
